
南
ア
・
黒
檜
山 

 
 
 

八
月
六
日
～
九
日 

 

南
ア
ル
プ
ス
の
黒
檜
山
（
く
ろ

べ
い
や
ま
）
と
聞
い
て
も
そ
の
存

在
を
知
る
人
は
希
で
あ
る
と
思
う
。

私
が
そ
の
名
を
知
っ
た
の
は
、
国

土
地
理
院
の
「
日
本
の
主
な
山
岳

標
高
一
〇
〇
三
山
」
で
あ
る
。
天

竜
川
の
支
流
三
峰
川
上
流
に
あ
っ

て
、
仙
塩
尾
根
の
熊
の
平
付
近
か

ら
延
ば
し
た
支
尾
根
の
先
端
に
有

る
山
で
、
標
高
は
二
五
四
一
㍍
で

山
岳
標
高
位
は
一
四
四
位
で
あ
る
。 

さ
ら
に
先
の
「
一
〇
〇
三
山
」

か
ら
「
日
本
一
〇
〇
名
山
」
に
ち

な
ん
だ
「
山
岳
標
高
一
〇
〇
位
」

や
「
山
岳
標
高
二
〇
〇
位
」
を
ネ

ッ
ト
で
検
索
し
て
登
り
始
め
た
。

「
標
高
一
〇
〇
位
」
は
二
〇
一
二

年
七
月
二
八
日
に
南
ア
ル
プ
ス
の

大
沢
岳
を
登
っ
て
完
登
し
た
。
さ

ら
に
「
標
高
二
〇
〇
位
」
は
四
座

が
残
っ
て
い
る
。
が
、
残
っ
た
山

は
奥
深
く
中
々
登
り
づ
ら
い
場
所

に
有
り
、
車
の
な
い
身
と
し
て
は

計
画
を
躊
躇
し
て
い
た
。 

 

今
回
の
計
画
で
は
南
ア
ル
プ
ス

の
北
玄
関
で
あ
る
戸
台
口
（
仙
流

荘
）
へ
夜
行
バ
ス
で
向
か
い
、
車

道
を
七
．
五
㎞
、
さ
ら
に
林
道
の

始
点
・
杉
島
ゲ
ー
ト
か
ら
二
五
㎞
、

合
計
三
二
．
五
㎞
歩
い
て
や
っ
と

登
り
口
の
熊
沢
出
合
ま
で
た
ど
り

着
く
。
翌
日
三
峰
川
を
徒
渉
し
て

登
山
道
の
な
い
尾
根
を
詰
め
て
山

頂
へ
向
か
い
、
下
山
後
、
熊
沢
出

合
で
さ
ら
に
一
泊
し
て
翌
日
往
路

を
戻
る
予
定
で
出
か
け
る
。 

 

一
日
目
、
二
八
㎞
を
歩
く 

 

夜
行
バ
ス
で
寝
ぼ
け
た
体
に
気

合
い
を
入
れ
て
歩
き
始
め
る
。
実

は
長
い
車
道
・
林
道
歩
き
を
想
定

し
て
七
月
に
万
座
温
泉
近
く
の
御

飯
岳
に
て
約
一
二
㎞
（
往
復
二
四

㎞
）
の
車
道
を
歩
い
た
。
足
の
裏

に
ま
め
が
で
き
た
。
ま
め
対
策
を

兼
ね
て
七
月
末
に
自
宅
か
ら
国
道

一
七
号
線
を
往
復
二
〇
㎞
歩
い
て

準
備
（
？
）
し
た
。 

 

テ
ン
ト
を
担
い
だ
約
一
七
㎏
の

ザ
ッ
ク
が
少
々
重
い
が
地
形
図
を

片
手
に
順
調
に
歩
け
る
。
杉
島
ゲ

ー
ト
か
ら
は
樹
林
帯
の
林
道
（
車

道
）
に
な
っ
て
少
し
は
涼
し
い
。

約
一
時
間
歩
い
て
一
〇
分
休
憩
の

ピ
ッ
チ
で
歩
く
。
三
峰
川
第
二
発

電
所
を
過
ぎ
や
っ
と
大
曲
ゲ
ー
ト

に
到
着
す
る
。
以
前
は
こ
の
場
所

ま
で
車
で
入
れ
た
そ
う
だ
。
此
処

で
昼
食
タ
イ
ム
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

 

 

足
裏
が
痛
く
な
っ
て
く
る
。
ザ

ッ
ク
も
少
し
ず
つ
重
く
感
じ
、
肩

が
泣
き
そ
う
に
な
っ
て
き
た
。
大

曲
を
過
ぎ
る
と
両
側
が
切
り
立
っ

た
岩
場
で
、
下
を
流
れ
る
三
峰
川

に
は
淵
が
連
続
す
る
巫
女
淵
と
な

る
。
延
命
水
を
過
ぎ
塩
見
岳
登
山

口
に
着
く
。
三
峰
川
林
道
が
閉
鎖

中
の
今
は
、
此
処
か
ら
塩
見
岳
を

登
る
登
山
者
は
皆
無
に
近
い
だ
ろ

う
。
大
黒
橋
を
渡
り
し
ば
ら
く
歩

く
と
作
業
小
屋
が
有
っ
た
。
休
憩

し
て
内
部
を
偵
察
す
る
。
畳
敷
き

で
快
適
そ
う
な
小
屋
だ
っ
た
。
時

間
は
ま
だ
早
い
の
で
先
を
急
ぐ
。

が
、
此
処
か
ら
空
身
で
ア
タ
ッ
ク

し
た
方
が
楽
か
も
と
も
思
う
。
良

い
天
気
が
少
し
暗
く
な
り
雷
鳴
が

鳴
り
出
し
た
。
雨
を
予
想
し
て
五

～
六
分
歩
い
て
引
き
返
し
、
作
業

小
屋
泊
ま
り
と
す
る
。
案
の
定
暫

く
し
て
猛
烈
な
雨
が
降
っ
て
き
た
。

正
解
だ
っ
た
。 

 



 

二
日
目
、
黒
檜
山
ア
タ
ッ
ク 

  
イ
ワ
ナ
釣
り
の
釣
り
人
と
一
夜

を
過
ご
し
、
早
朝
に
小
屋
を
出
発

す
る
。
本
日
も
良
い
天
気
だ
。
涼

し
い
朝
の
空
気
を
感
じ
な
が
ら
昨

日
痛
め
た
足
裏
は
、
テ
ー
ピ
ン
グ

テ
ー
プ
を
貼
り
付
け
て
順
調
な
よ

う
だ
。
熊
沢
出
合
が
判
る
だ
ろ
う

か
と
地
形
図
を
思
い
出
し
て
歩
く
。

取
水
口
か
ら
暫
く
し
て
熊
沢
を
確

認
す
る
。
徒
渉
点
も
ネ
ッ
ト
で
見

た
地
形
を
確
認
し
て
林
道
か
ら
河

原
に
降
り
る
。
ズ
ボ
ン
の
下
半
分

を
外
し
て
徒
渉
に
移
る
。
こ
の
時

ト
レ
ラ
ン
シ
ュ
ー
ズ
を
沢
向
こ
う

に
先
に
渡
し
て
お
き
た
く
て
投
げ

る
。
う
ま
く
対
岸
に
着
地
し
た
。

と
、
思
っ
た
ら
バ
ウ
ン
ド
し
て
転

が
り
沢
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
一

瞬
や
ば
い
！
流
さ
れ
て
い
く
靴
を

必
死
で
追
い
な
が
ら
捕
れ
な
い
と

裸
足
で
は
帰
れ
な
い
！
二
〇
～
三

〇
㍍
追
い
か
け
て
や
っ
と
捕
ま
え

た
。
ホ
ッ
と
す
る
。
裸
足
の
足
裏

の
痛
さ
は
あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た

が
、
捕
ま
え
終
わ
っ
て
猛
烈
に
痛

さ
を
感
じ
た
。
大
失
態
で
あ
る
。 

 

靴
を
ザ
ッ
ク
に
入
れ
て
徒
渉
、

暫
く
気
を
落
ち
着
け
て
か
ら
登
り

始
め
る
。
ネ
ッ
ト
で
は
尾
根
の
先

端
か
ら
忠
実
に
登
っ
て
い
る
が
、

先
端
は
岩
壁
で
崖
に
な
っ
て
い
る
。 

暫
く
登
り
口
を
探
し
な
が
ら
尾
根

を
回
り
込
み
登
り
出
す
が
、
ど
う

し
て
も
登
れ
そ
う
に
な
い
。
徒
渉

点
近
く
ま
で
引
き
返
す
。
約
三
〇

分
の
ロ
ス
に
な
っ
た
。
尾
根
の
崖

手
前
に
あ
る
青
テ
ー
プ
に
導
か
れ

て
ザ
レ
た
岩
屑
の
急
坂
を
腹
ば
い

に
近
い
感
じ
で
強
引
に
登
る
。
約

一
〇
〇
㍍
で
や
っ
と
右
の
小
尾
根

に
乗
れ
た
。
灌
木
に
捕
ま
り
な
が

ら
さ
ら
に
登
る
と
明
瞭
な
踏
み
跡

の
あ
る
尾
根
に
出
た
。
後
は
尾
根

を
忠
実
に
辿
っ
て
登
れ
ば
よ
い
と

一
安
心
し
た
。 

 

踏
み
跡
程
度
の
尾
根
で
地
形
図

と
高
度
計
を
眺
め
な
が
ら
登
る
。

踏
み
跡
を
失
う
と
立
ち
止
ま
り
テ

ー
プ
を
探
す
。
一
八
七
〇
㍍
分
岐

は
下
り
で
左
に
曲
が
る
の
で
下
り

用
に
自
分
の
赤
布
を
付
け
て
お
く
。

さ
ら
に
二
〇
五
四
㍍
地
点
は
下
り

で
右
に
折
れ
る
地
点
で
此
処
で
も

赤
布
を
付
け
る
。
木
々
の
間
か
ら

前
方
に
黒
檜
山
が
望
め
る
が
ま
だ

遠
い
。
一
度
下
り
登
り
返
す
と
シ

ャ
ツ
が
枝
に
引
っ
か
か
る
灌
木
の

藪
と
倒
木
帯
が
続
く
。
さ
ら
に
岩

場
多
く
が
出
て
く
る
も
巻
道
を
見

つ
け
て
登
る
。
山
頂
近
く
は
尾
根

か
ら
逸
れ
て
左
側
の
谷
を
登
る
よ

う
に
進
み
、
稜
線
に
戻
っ
て
左
に

数
分
で
山
頂
に
到
着
し
た
。
一
寸

し
た
小
平
地
の
中
央
に
三
角
点
が

有
る
。
樹
林
の
為
に
展
望
は
な
い
。

疲
れ
て
大
休
止
に
す
る
。 

 

 

 

下
山
は
往
路
を
忠
実
に
戻
る
。

登
り
で
は
感
じ
な
か
っ
た
小
尾
根

に
注
意
し
な
が
ら
、
赤
布
と
青
テ

ー
プ
を
い
つ
も
探
し
な
が
ら
下
る
。 

下
り
で
は
思
っ
た
以
上
に
傾
斜
が

急
に
思
え
て
、
こ
ん
な
所
有
っ
た

か
な
！
と
、
随
所
で
立
ち
止
ま
る
。 

が
、何
と
か
徒
渉
点
ま
で
帰
れ
た
。

登
り
に
約
四
時
間
、
下
り
は
二
時

間
四
〇
分
で
歩
け
た
。
徒
渉
し
て

大
休
憩
す
る
。
し
っ
か
り
と
疲
れ

た
が
、
長
年
の
宿
題
を
達
成
出
来

た
充
実
感
に
暫
し
浸
っ
て
い
た
。 

足
裏
の
痛
さ
も
気
に
せ
ず
快
調
な

足
取
り
で
作
業
小
屋
に
帰
り
着
く
。



残
り
の
お
酒
で
乾
杯
！ 

 
三
日
目
、
林
道
を
戻
る 

 

 
陽
が
上
が
る
前
の
涼
し
い
時
間

に
歩
く
た
め
に
早
め
に
出
発
す
る
。

杉
島
ゲ
ー
ト
ま
で
約
二
〇
．
五
㎞
、

距
離
程
表
示
を
参
考
に
約
五
㎞
ピ

ッ
チ
で
歩
く
。
休
憩
を
含
め
て
四

時
間
五
〇
分
で
歩
き
通
す
。
途
中

で
自
転
車
利
用
の
渓
流
つ
り
の
人

二
組
四
名
、
歩
き
の
沢
登
り
ら
し

い
グ
ル
ー
プ
六
名
と
す
れ
違
う
。

ゲ
ー
ト
を
越
え
て
座
り
込
む
。
こ

の
後
は
灼
熱
の
車
道
歩
き
が
待
っ

て
い
る
。
気
を
取
り
直
し
て
歩
き

出
す
。
ゲ
ー
ト
か
ら
約
一
㎞
付
近

に
バ
ス
が
停
ま
っ
て
い
る
。
淡
い

期
待
を
抱
い
て
早
足
で
歩
く
。
長

谷
循
環
バ
ス
だ
っ
た
。
発
車
時
間

も
間
近
で
涼
し
い
バ
ス
に
乗
せ
て

も
ら
う
。
も
う
歩
か
な
く
て
良
い

ん
だ
！
仙
流
荘
で
温
泉
に
入
り
三

日
分
の
汚
れ
と
疲
れ
を
洗
い
流
す
。

バ
ス
時
間
ま
で
約
四
時
間
を
乾
杯
、

昼
食
、
う
た
た
寝
で
過
ご
す
。
バ

ス
で
伊
那
市
へ
出
て
、
飯
田
線
、

中
央
線
で
帰
る
。
良
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

Ｉ
﨑 


